
入
学
式
が
、
四
月
八
日
本

校
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
春
の
穏
や
か
な
日
差
し

の
中
で
、
緊
張
し
た
様
子
の

新
入
生
二
百
六
十
八
名
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
生
一
人
ひ
と
り
の
、
元

気
の
よ
い
返
事
に
新
し
い
学

校
生
活
へ
の
大
き
な
期
待
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

山
﨑
校
長
か
ら
は

「
自

、

分
の
意
思
で
学
び
、
心
と
体

を
鍛
え
、
二
十
一
世
紀
を
生

き
抜
く
工
業
人
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い

」
と
の
式
辞
が

。

あ
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
鵜
瀬
さ
ん

か
ら
は

「
高
校
は
大
人
と

、

し
て
の
ス
タ
ー
ト
、
責
任
を

自
覚
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い

」
と
の
祝
辞

。

が
あ
り
ま
し
た
。

入

学

式

二
・
三
年
生
と
新
入
生
と
の

対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

入
生
を
代
表
し
て
土
木
科
の
猿

渡
君
（
高
山
中
出
身
）
が
、
相

手
を
思
い

や
る
気
持

ち
を
持
ち

な
が
ら
、

豊
か
な
高

校
生
活
を

送
り
た
い

と
述
べ
ま

し
た
。

対

面

式

新 入 生 を 迎 え て

鹿
屋
工
業
の
三
年
間
を
ど
う

過
ご
し
た
ら
い
い
の
か
。
校
則

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

勉

強
は
ど
ん
な
風
に
進
め
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
。
初
め
て
の
高

校
生
活
は
、
わ
か
ら
な
い
事
だ

ら
け
…
嬉
し
い
反
面
不
安
も
付

い
て
き
ま
す
。
そ
の
不
安
を
少

し
で
も
解

消
し
よ
う

と
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
実

施
さ
れ
ま

し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

自
転
車
置
き
場
付
近
に
て
車
体
検
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
十
項
目

に
わ
た
っ
て
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
の
駐
輪
可
能
台
数
は
二
百
六
十
二

台
で
、
多
く
の
生
徒
が
自
転
車
で
通
学

し
て
い
ま
す
。
交
通
マ
ナ
ー
を
遵
守
す

る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す

が
、
常
に
き

ち
ん
と
整
備

さ
れ
た
自
転

車

を

利

用

し
、
安
全
運

転
に
心
掛
け

て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

自

転

車

車

体

検

査

、「

、

山
﨑
校
長
は

他
人
を
思
い
や
り

豊
か
な
常
識
を
身
に
付
け
、
実
践
力
と

創

造

力

に

富

み
、
工
業
の
技

術
者
と
し
て
正

し
い
倫
理
観
を

持
っ
た
工
業
人

を
目
指
し
て
高

校
生
活
を
送
っ

て
欲
し
い

」
。

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

始

業

式
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本
年
度
よ
り
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
学
校
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

末
永
い
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

発

行

に

当

た

っ

て

新
体
力
テ
ス
ト
及
び
身
体
測
定
が
、
四
月
二

十
三
日
全
校
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
、
自
己
の
体
力
や
運
動
能
力
及
び
身
体

の
発
育
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
結
果
を
、

こ
れ
か
ら
の
体
力
や

運
動
能
力
の
向
上
の

た
め
に
活
用
し
、
健

康
で
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

新

体

力

テ

ス

ト

・

身

体

測

定

円
は
回
転
・
交
流
電
気

の
サ
イ
ク
ル
を
表
し
、

機
械
・
電
気
・
電
子
科

を
、
三
角
形
は
三
角
測

量
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
表

し
、
土
木
科
・
建
築
科

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
制
定
。

校
章
の
由
来

監
督
・
末
廣
先
生

主
将
・
中
隈
君(

建
築
科
三
年
・
東
串
良
中
出
身
）

現
在
、
三
年
生
七
名
、
二
年
生
十
名
、
一
年
生
五
名
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
三
月
に
全
国

選
抜
大
会
に
出
場
し
、
全
国
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し
、
絶
対
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
と
い
う

新
た
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
本

校
の
空
手
道
部
で
ぜ
ひ
空
手
道
を

し
た
い
と
い
う
生
徒
が
い
ま
し
た

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

全
国
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

部
活
動
紹
介
（
空
手
道
部
）

機
械
は
、
鉄
鋼
や
自
動
車
を
は
じ
め
製
造
業
の
基
盤
を
支
え
て

い
ま
す
。
写
真
は
旋
盤
と
い
う
、
丸
い
も
の
を
精
密
に
削
る
こ
と

が
で
き
る
機
械
で
す
。
こ
の
実
習
で
は
誤
差0

.
0
5
m
m

以
内
を
目
標

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
は
と
て
も
楽
し
い
で
す

よ
。卒

業
後
の
進
路
は
、
現
在
景
気

の
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
県

外
の
大
企
業
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
求
人
を
い
た
だ
い
て
い
ま

。

、

す

ま
た
四
年
制
大
学
を
は
じ
め

進
学
す
る
生
徒
も
多
い
で
す
。

各

学

科

紹

介
（

機

械

科

）

ご不明な点については右記へ連絡してください 【県立鹿屋工業高校 教務係 Tel 0994-42-2165】

。

、

五
月
二
日
に
遠
足
が
あ
り
ま
し
た

今
年
は

雨
で
遠
足
が
延
期
に
な
り
、
高
須
海
岸
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
歩
く
の
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
天
候

で
、
海
岸
で
は
、
波

打
ち
際
で
波
と
遊
ん

だ
り
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

一

日

遠

足
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● ●● ●● ●● ●４月・５月の主な行事

４
月
行
事

７

日

月

始
業
式
・
新
任
式

（

）

８

日

火

入
学
式

入
寮
式

（

）

９

日

水

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（

）
対
面
式
・
風
紀
検
査

日

水

自
転
車
車
体
検
査

（

）

16

統
一
Ｌ
Ｈ
Ｒ
・
い
じ
め

日

水

新
体
力
テ
ス
ト
・
身
体
測
定

（

）

23４
／

～
５
／

教
育
相
談
期
間

25

12

５
月
行
事

１

日

木

遠
足

（

）

～

日

中
間
考
査

13

15
日

火

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

（

）

13

日

木

避
難
訓
練

（

）

15

日

月

弁
論
大
会
予
備
審
査

（

）

19

日

(

金)

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
報
告
会

23

日

月

教
育
実
習
開
始

（

）

26

日

水

た
ば
こ
と
健
康
講
話
・
一
年

（

）

28

日

金

第
一
回
中
高
連
絡
会

（

）

30
※
こ
の
他
保
健
関
係
の
検
査
実
施


